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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 1日 (2004.6.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ３ は 従 来 の 蛍 光 Ｘ 線 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は 試 料
及 び Ｘ 線 照 射 領 域 を 大 気 圧 中 と す る 構 成 例 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 試 料 及 び Ｘ 線 照 射 領 域 を
真 空 雰 囲 気 あ る い は ガ ス 雰 囲 気 と す る 構 成 例 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す 構 成 で は 、 Ｘ 線 管 ２ 、 コ リ メ ー タ 又 は キ ャ ピ ラ リ レ ン ズ ３ 、 検 出 器 ４
、 及 び Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 等 の 光 学 観 察 手 段 ５ を 大 気 中 に 設 置 し 、 同 じ く 大 気 中 に 配 置 し た 試 料
Ｓ に 一 次 Ｘ 線 を 照 射 し 、 試 料 Ｓ か ら 放 出 さ れ た 蛍 光 Ｘ 線 を 検 出 器 ４ で 測 定 す る 。 ま た 、 光
学 観 察 手 段 ５ に よ っ て 試 料 Ｓ の 光 学 像 を 観 察 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 構 成 で は 、 コ リ メ ー タ 又 は キ ャ ピ ラ リ レ ン ズ ３ 、 検 出 器 ４ 、 及
び Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 等 の 光 学 観 察 手 段 ５ を 測 定 室 ６ 内 に 設 置 し て 真 空 雰 囲 気 あ る い は ヘ リ ウ ム
等 の ガ ス 雰 囲 気 と し 、 同 じ く 測 定 室 ６ 内 に 配 置 し た 試 料 Ｓ に 一 次 Ｘ 線 を 照 射 し 、 試 料 Ｓ か
ら 放 出 さ れ た 蛍 光 Ｘ 線 を 検 出 器 ４ で 測 定 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 測 定 対 象 の 蛍 光 Ｘ 線 が 空 気 に よ る 吸 収 を 無 視 で き る 場 合 （ 例 え ば 、 重 元 素 の 特 性 Ｘ 線 ）
に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｘ 線 管 や コ リ メ ー タ 等 の Ｘ 線 源 側 、 試 料 、 及 び 検 出 器 側
を 共 に 大 気 に し た ま ま で 測 定 す る こ と が で き る 。 他 方 、 測 定 対 象 の 蛍 光 Ｘ 線 が 空 気 に よ る
吸 収 を 無 視 で き な い 場 合 （ 例 え ば 、 Ｎ ａ ， Ｍ ｇ ， Ａ ｌ と い っ た 大 気 に よ る 吸 収 の 大 き な 軽
元 素 の 特 性 Ｘ 線 ） に は 、 Ｘ 線 管 や 検 出 器 の 内 部 は 真 空 で あ る が 、 そ の 他 の 部 分 は 大 気 に 晒
さ れ て い る た め Ｘ 線 の 吸 収 が 大 き く な り 、 検 出 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 構 成 は 、 Ｘ 線 源 、 試 料 、 及 び 検 出 器 を 含 む Ｘ 線 の 経 路 全 体 を 真 空 雰 囲
気 や ガ ス 雰 囲 気 と す る こ と に よ っ て 、 こ の 空 気 に よ る Ｘ 線 の 吸 収 を 防 い で い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う な 問 題 を 考 慮 し た Ｘ 線 分 析 装 置 と し て 薄 膜 を 用 い た 装 置 （ 例 え ば 、 特 開 平 ８
－ １ ５ １ ８ ７ 号 ） が 知 ら れ て い る 。 図 ３ （ ｃ ） に 示 す 構 成 は 、 薄 膜 を 用 い た 装 置 の 一 構 成
例 を 示 す 図 で あ る 。 測 定 室 ６ に 開 口 部 ７ を 設 け 、 こ の 開 口 部 ７ に Ｘ 線 吸 収 率 が 低 い 薄 膜 ７
ａ を 張 設 す る 。 こ の 薄 膜 に よ っ て 、 Ｘ 線 源 や 検 出 器 が 設 け ら れ る 空 間 部 分 と 試 料 が 設 け ら
れ る 空 間 部 分 と を 区 分 し 、 Ｘ 線 源 や 検 出 器 側 を 真 空 雰 囲 気 あ る い は ガ ス 雰 囲 気 と す る こ と
で 大 気 の 吸 収 に よ る 影 響 を 低 減 す る と 共 に 、 試 料 を 大 気 中 と す る こ と で 試 料 交 換 を 容 易 な
も の と し 、 ま た 、 生 体 や 水 分 を 含 む 試 料 で あ っ て も 測 定 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
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